
（別紙様式） 

平成３１年度（2019 年度）「長崎県教育委員会服務規律強化月間」実施計画書 

 

所属名 佐世保市立世知原中学校 作成者 職・氏名 教頭・松井 弥伸 

年  間  実  施  計  画 

【目  標】 

○ 規範意識を高め、学校全体として不祥事根絶のための自覚ある行動がとれる教師集団をつくる。 

○ 教職員としての使命や倫理観を再認識し、「教え導くもの」及び「全体の奉仕者」として保護者

や地域からの信頼をさらに向上させる教職員を目指す。 

○ 働きやすい職場環境づくりに努め、自由な意見交換ができる明るい職場をつくる。 

○ 自校から「決して不祥事を出さない」「出させない」という全職員の意識高揚を図る。 

【具体的計画】 

実施月 実施テーマ 実 施 内 容（主なもの） 

４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月 

 

 

年間を通

して 

○飲酒運転の根絶 

○情報セキュリティー

対策の徹底 

○ハラスメント、わい

せつ行為の防止 

 

 

 

 

 

 

○体罰の禁止 

○情報セキュリティー

対策の徹底 

○ハラスメント、わい

せつ行為の防止 

 

 

 

 

 

○飲酒運転の根絶 

○公金等の不正処理の

防止 

 

・県教育委員会発行資料等を活用し、不祥事根絶に対する意識を

高める。 

・わいせつ行為等防止のための自己分析チェックシート活用によ

る職員の自己理解深化と未然防止の行動化を図る。 

・不祥事防止のための教職員チェックシートの記入と振り返りを

行う。 

・酒席への職員の参加について、帰宅方法を明確にし、把握する。 

・不祥事根絶について職員会議等で周知徹底及び確認するととも

に日常的に声を掛け合い、教職員間の同僚性を高める。 

・強化月間中の主な取り組みについて職員室内に項目を掲示す

る。 

・積極的生徒指導に心がけ、生徒理解に努めるとともに生徒の情

報共有と対応上の留意点を確認する。 

・情報のレベルに応じた管理方法、保管場所の確認と個人情報を

校外に持ち出さない等管理を徹底する。 

・成績処理等に関わる情報管理を徹底する。 

・相談窓口の設置による未然防止、早期対応を図る。 

・県教育委員会発行資料等を活用し、不祥事根絶に対する意識を

高める。 

・不祥事防止のための教職員チェックシートの記入と振り返りを

行う。 

・酒席への職員の参加について、帰宅方法を明確にし、把握する。 

・公金については、複数の職員でのチェック体制をとる。 

 

・新聞や関連文書等から、事例研究のための記事を配付、説明し、

事例を「他山の石」として活かすよう啓発を図る。 

校内服務規律委員会活動計画 

委員会名 服務規律推進委員会 

 

構 成 員 

（15 名） 

○校内の委員（職名等） 

・全教職員（１４名） 

○外部の委員（役職等） 

・ＰＴＡ会長（１名） 

※内容は、簡潔に記載し、A4１枚にまとめること。添付資料は特に必要としない。 

※前年度の課題を踏まえた内容となるよう留意すること。 


